	「老人クラブにおける支え合い活動について」
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１．問題提起
現在、少子高齢化の進展に伴い様々な問題が生じているが、そのうち高齢者の地域生活をめぐる問題としては次のようなものがある。それは独居高齢者、高齢者世帯、または社会から孤立化した高齢者の増加の問題である。それらの高齢者は何らかの支援を必要としている場合が多いが、家族形態の変化により家族の保護機能が十分でないところがある。例えばそうした高齢者を以前は家族で見守りを行ってきたが、核家族の進展あるいは女性の社会進出によって必ずしも家族での見守りが難しくなってきている。
それらの家族形態の変化を補うために介護保険サービス、民生委員や福祉委員の活動などが充実してきたが、今後も増え続ける高齢者、増大する介護需要を公的サービスで支えることには限界がある。それらを補うには地域で包括的に支える体制を構築する必要があると考えられる。
２．目的
伯耆町老人クラブ連合会(以下、本会)では上記のような状況に対して、老人クラブにおいて支え合い活動を行うことで、現状を少しでもカバーできないかと考えた。つまり、高齢になり誰かの支えを必要とする高齢者に対して地域の元気な高齢者たちがニーズに応じた支え合い活動、例えば訪問、安否確認、買い物支援などを行っていくということである。
こうした活動を老人クラブが行う意義としては、老人クラブの地域性がある。つまり、老人クラブは基本的に同じ地域に住む者同士で組織されており、若く活発に動ける時からそうした近隣の者と密接な関係を築く。そうしたつながりが、いざ支援が必要になった時に大きな力になるのではないかと考えた。例えば、訪問を行ったり、安否確認を行う際に、今まで全く関わりがなかった人に支援をされるより、そうして関係を築いた人に支援をされた方がよりスムーズに行うことができるのではないか。
また、日中は若い方(６０歳以下)は働きに出ていて、地域にいるのは高齢者がほとんどである。近年、地域の支え合いの重要性が言われているが、そうした現状を踏まえると、地域の支え合いを行っていくには、元気な高齢者がそうした支えを必要とする高齢者を支援していくのが一番現実的な方法でないかと言える。
もちろん、老人クラブが支え合い活動の全てを担うというわけではない。自治会をはじめとして、地域の様々な団体とともに老人クラブができることを行うことによって、地域の支え合いの一助になっていくのではないかと考えた。
３．方法
本事業は、鳥取県長寿社会課老人クラブ支え愛活動支援モデル事業補助金を利用し、実施した。
※県では、支え合いを「支え愛」と造語を使っているが、伯耆町老人クラブ連合会(以下、本会)では通常通り「支え合い」として表記
【実施事業一覧】
(１)アンケート調査

(２)単位クラブでの支え合い事業の実施

(３)ＤＶＤ作成

(４)研修会
事業の実施方法としては、まずアンケート調査を行い、支え合い対しての会員の意識及び現状を把握した。その結果を単位クラブに公表し、各々のクラブに合った支え合い活動の推進を行った。さらに支え合い活動を行う上で必要と思われる研修も実施した。
また、支え合い活動やその重要性についての周知を目的として、支え合いのＤＶＤを作成した。
※単位クラブ

年齢60歳以上(60歳未満の加入を妨げるものではない)で、概ね30人以上の同一小地域で組織した老人クラブ
(１)アンケート調査・・・意識、ニーズの把握
(ⅰ)本会全会員を対象として支え合いについてのアンケート調査
各単位クラブ会長にアンケート調査の依頼を実施。
老人クラブにおける支え合いにはどういったものが考えられるのかをメインテーマにしたアンケート
アンケート回収枚数　1,226枚／1,929人　回収率63.6％
○アンケート結果の一部紹介
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【設問】　あなたが誰かに「手伝える」ことはありますか。
アンケート回答者のうち8割の方が、支援を必要とした人がある場合、何らかのことが手伝えることがあると回答
【設問】　老人クラブで行う「高齢者同士の支え合い」として、どのような活動があると思いますか。（複数回答可）
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	項　目
票

声かけ（安否確認）

975

話し相手

878

ゴミ出し

279

電球などの交換　　

172

草取り

421

買い物の付き添い　

260

その他

39

未記入

50

3,074



声かけ、話し相手など日常生活の中で取り組みやすいものが半数以上を結果となった。
（ⅱ）単位クラブを対象にした支えに合いについてのアンケート調査
単位クラブに対して、支え合い関連の事業について、すでにクラブとして実施しているものがあれば回答して頂いた
・提出数　１４クラブ
(２)単位クラブでの支え合い事業の実施

(１)の２種類のアンケート結果を単位クラブに公表し、その結果を踏まえた上で各々のクラブの実情に合わせて各クラブでできる支え合い活動の実施を推進した。

　　・計画提出　28クラブ／43クラブ

　　・実績提出　21クラブ／43クラブ
(３)研修会・・・支え合い事業のひとつとして対象者への在宅訪問が考えられるが、そう
した訪問をする上で、「どういった心得が必要か」、また「訪問で得た情
報をどのように取り扱う必要があるのか」、それぞれについて次のとおり
研修会を実施した。

　　　　　　　　①内容「傾聴における心得について」
講師　米子傾聴ボランティアしあわせの会　岡田浩　氏

　　　　　　　　②内容「個人情報保護について」
　　　　　　　　　講師　弁護士　足立　珠希　氏
(４)ＤＶＤ作成・・・支え合いの内容周知と老人クラブ活動PR
○内容(会長とインタビュアーの会話形式)
①なぜ老人クラブにおいて支え合い活動をするのか
②実際の活動の状況
平成25年度に単位クラブに配布。単位クラブでの集会、自治会での集まりの時など多くの方に見て頂けるようにお願いしている

４．成果課題
最初に、実際に単位クラブが行った支え合い活動のうち3つのクラブを紹介していく。その上で、本事業の成果と課題についてふれていきたい。
なお、本事業は研究を主たる目的にしたものではなく、老人クラブとして実際に直面している問題・課題に対して何ができるのかを考え実践したものである。その実践の中でどういったことが見えてきたのか提示することで成果と課題としていきたい。
(１)３つの単位クラブの実例紹介
①こしき友の会　
独居高齢者を対象にし、支援メニューを用意し要望に応じて支援していく
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②駅前老人クラブ
訪問を中心とした活動。役員が独居高齢者宅を訪問し、何かあれば単位クラブ会長に報告し、その都度で必要な支援をしていく
	



③荘あすなろ会
ゆるやかな相互支援。上記の２つと異なり、支援者と被支援者という関係ではなく、お互いに高齢者同士見守りを行い、気にかけていく。
	


　本会で実際に支え合い活動を行った単位クラブのうち、特に目立った活動内容であった３つのクラブの紹介を行った。３つの単位クラブでは自らが事業内容について考え、自分たちのクラブに合ったかたちで事業に取り組まれた。
　これらの単位クラブの支え合い活動において、共通した内容のことが２つあった。まず１つ目は、自治会と協議を進めながら本事業を進めていったということである。これは本会が単位クラブに事業実施を推進した際に、自治会と協議を進めながら各クラブの実情に合った支え合い活動を行って欲しいと伝えたことが大きな要因ではないかと考えている。
　２つ目は、訪問活動を事業の軸にしているということである。アンケート結果から導き出されるように、支え合いの基本活動にあるのは訪問活動であると多くの会員が考えていたが、それが体現された結果となった。どういった支援の枠組みを作るにせよ、まずは日々の訪問活動があり、その訪問活動から出てきた課題に対して、各々対応していく。逆を言えば訪問活動なくして支え合い活動は成り立っていかないということが分かった。
(２)成果
本会では、支え合いという考え方をいかに単位クラブまた会員に浸透させることができるのかということに重点をおいて本事業を実施した。これは支え合い事業を今後継続していく上では、「なぜ支え合いが必要なのか」ということへの理解や認識が何より大切になると考えたためである。

そうした意味において、本事業を通して老人クラブで行う地域における支え合い活動の推進を一定程度図れたのではないかと思っている。上記のように短期間の間にしっかりとした体制をとり、支え合い活動に取り組んだクラブ以外の他にも訪問活動を中心にして多くのクラブが支え合い活動に取り組んでいた。
実際に支え合い活動実施に至ったのは約半数のクラブではあったが、少なくともその前段である「地域における支え合いについて老人クラブの中で考える」ことが多くのクラブを対象にしてできたことが、今後事業を継続・定着させていく上での何よりの成果である。
(３)課題
(ⅰ)事業自体の課題

どのように支え合い活動を周知、定着化させていくのかが事業を通した課題である。
確かに、約半数のクラブが支え合い活動を行えたのは大きな実績であった。しかし、約半数のクラブは支え合い活動を行うまでに至っていないのが現状である。したがって、まだ取り組んでいないクラブについては今後どのようにして取り組みを推進していくのか考えていく必要がある。
また、実際に取り組んだクラブにおいても、まだ始めたばかりで日々の活動として定着化しているわけではない。今後どのように支え合い活動を定着させ、事業の継続をさせていくのか大きな課題となってくる。
（ⅱ）個別の課題・・・独居高齢者への対応
訪問活動や安否確認を行うことで喜んで頂けている側面は確かにある。しかし、一方でそのことを煩わしく思うという側面も同時に存在する。このことを理解して、その相反する気持ちをどのように支え合い活動に反映させていくとよいのか考えていく必要がある。
また、支え合い活動は一律的な支援内容では十分ではなく、個々人の状況により必要な支援は異なってくることも忘れてはならない。例えば、ひとり暮らしと言っても、まだ自分のことを自分でできる方と、要介護の方ではその支援の方法は変わってくる。仮にそこまでの明確な違いはないにしても、人はひとりひとり置かれている状況、考え方など違うものである。それらの違いにどのように応えていくのか。
一方で、支援する側にも人的・時間的に限界がある。上記のような状況を理解し、ひとりひとりに応じた活動をしたいと思っても、そのすべてをできるわけではない。したがって、個々人の違いに考慮しながらも、持続可能な支え合いの体制をつくっていく必要がある。そのためには、自治会をはじめ、行政や社協といった公的機関とともに連携を進めていくことも今後進めていかなくてはならないだろう。
・支援メニューを設ける


・メニューは内容により金額を変える


・メニュー


　庭の草取り、電球の取換え、買物代行雪かきなど


・老人クラブの中で事務局を設けて支援を必要とする方から要望があれば支援者に結びつけていく
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謝礼





☆「災害時ささえあい協議会」を設立


　　（老人クラブ単独ではなく区と一緒になり活動）


　


　　　①委員　12名


　　　　区長、副区長、会計


　　　　老ク会長、副会長2名、会計


　　　　区防災担当者2名


　　　　福祉委員2名


　　　　有識者1名


　　　②役割分担


　　　　　区・・・災害時対策、啓発活動


　　　　　老人クラブ・・・在宅訪問


　　　　　福祉委員・・・安否確認





・役員の日々の訪問活動を中心にする。


・何か問題や課題があった場合、単位クラブ会長に報告。単位クラブ会長が解決に結びつけている。





こうした相互支援を考えられた背景には会員が高齢化しているといいうことが考えられる。全体が高齢化しているために、特定の人が支援者、被支援者ではなく、お互いが支援者であり被支援者となる。
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